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ガッツポーズの実行委員　ＹＡＲＥＴＡ!!

せ
っ
か
く
の
同
世
代
の
仲
間
達
と
繋
が

り
を
持
た
な
い
ま
ま
青
年
部
を
卒
業
し
て

し
ま
っ
た
ら
も
っ
た
い
な
い
。
今
こ
の
時

だ
か
ら
こ
そ
繋
が
れ
る
仲
間
が
い
る
。

実
行
委
員
長
と
し
て
、
至
ら
な
い
点
も
あ

り
、
皆
さ
ん
に
負
担
を
か
け
て
し
ま
っ
た
事

も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
実
行
委
員
、
根

本
会
長
を
始
め
、
多
く
の
部
員
、
事
務
局
、

東
海
村
の
関
係
者
の
方
々
な
ど
沢
山
の
人

の
支
え
の
も
と
で
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開

催
す
る
事
が
で
き
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝

い
た
し
ま
す
。

自
信
や
経
験
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
一
つ
や
り
き
る
覚
悟
だ
け

を
持
ち
ま
し
た
。
少
し
だ
け
勇
気
を
出
し

て
新
た
な
事
に
挑
戦
し
、
商
工
会
青
年
部
に

入
っ
て
良
か
っ
た
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る

も
の
を
手
に
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
今
後
も
続
い

て
い
っ
て
ほ
し
い
。
ほ
ん
の
少
し
勇
気
を

出
し
て
挑
戦
す
る
部
員
が
出
て
き
て
ほ
し

い
と
そ
う
願
い
ま
す
。

実
行
委
員
長
と
い
う
貴
重
な
経
験
さ
せ

て
い
た
だ
き
成
長
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
５
月
、
第
一
回
全
体
会
議
を
皮
切
り
に
冨

永
実
行
委
員
長
を
筆
頭
と
す
る
研
修
・
広
報
・
交

流
会
の
３
チ
ー
ム
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
発
足

し
、
私
自
身
も
広
報
チ
ー
ム
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

広
報
チ
ー
ム
で
は
月
２
回
の
会
議
を
行
い
「
今

ま
で
に
無
い
絆
」
を
テ
ー
マ
に
毎
回
深
夜
ま
で
議

論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
過
去
３
回
催
さ

れ
て
い
た
物
産
展
を
廃
止
し
、
新
事
業
の
「
子
供

向
け
し
ご
と
体
験
」「
屋
外
模
擬
店
」
を
企
画
し
ま

し
た
。
当
日
は
予
想
を
上
回
る
大
勢
の
親
子
連
れ

の
参
加
が
あ
り
、
楽
し
そ
う
に
作
業
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

そ
し
て
自
分
自
身
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

様
々
な
事
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
を
今
後
の
青
年

部
活
動
や
仕
事
に
活
か
し
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す
。

「
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
青
年
部
員
の
た
め
の
青

年
部
員
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。」

最
初
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
部
員
同
士
が
会
議
を

重
ね
る
ご
と
に
絆
の
深
ま
り
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
実
感
し
た
こ
と
で
す
。

マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
で
始
ま
っ
た
交
流
会

場
は
、
部
員
の
熱
気
と
沢
山
の
笑
顔
で
溢
れ
、

ク
イ
ズ
大
会
で
は
、
異
な
る
単
会
部
員
の
混

成
チ
ー
ム
な
が
ら
も
連
帯
感
を
感
じ
る
名
場

面
が
見
ら
れ
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
全
体
写

真
撮
影
で
実
行
委
員
と
全
て
の
部
員
達
が
一

体
と
な
り
ま
し
た
。

実
行
委
員
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
行
動
し
て

い
る
姿
を
見
た
と
き
、
こ
の
交
流
会
が
、
そ

し
て
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
功
し
た
ん
だ
と

確
信
し
感
動
に
震
え
ま
し
た
。

絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

は
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
持
ち
味
を
遺
憾

な
く
発
揮
さ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。

私
は
交
流
会
に
関
わ
っ
た
全
て
の
ス
タ
ッ

フ
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
走

り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
ず
も
っ
て
「
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
っ
て
何

だ
ろ
う
？
」
か
ら
始
ま
っ
た
研
修
チ
ー
ム
。

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
舵
取
り
に
戸
惑
い
な

が
ら
も
、
気
が
つ
け
ば
茨
城
県
各
地
に
、
１

年
前
に
は
知
り
合
っ
て
い
な
か
っ
た
、
自
他

と
も
に
認
め
る
仲
間
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

今
回
で
４
回
目
を
迎
え
る
大
事
業
。
自
分

達
に
は
何
が
で
き
、
何
を
伝
え
ら
れ
る
の
か

を
メ
ン
バ
ー
と
共
に
考
え
ま
し
た
。

そ
し
て
「
人
と
人
を
つ
な
ぐ
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」
の
テ
ー
マ
を
作
り
、
実
行
委
員
一

人
ひ
と
り
の
繋
が
り
の
中
で
研
修
事
業
を
構

築
し
て
い
け
た
こ
と
は
、
自
分
た
ち
の
自
信

に
も
な
り
、
講
師
の
方
々
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
学
べ
た
事
は
今
後
の
青
年
部
活
動
に
活

き
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

今
回
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
心
よ
り
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
研
修
チ
ー

ム
の
メ
ン
バ
ー
に
支
え
ら
れ
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
さ
せ
て
頂
い
た
事
は
と
て
も
光
栄
な
事
で

し
た
。
色
々
と
後
悔
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

が
終
わ
り
で
は
な
く
こ
の
仲
間
た
ち
と
の
新

た
な
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
船
出
で
す
。

　絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
（
冨
永
寧
実
行
委
員
長
）
は
、
２
月
２
日
（
土
）

に
東
海
村
に
て
「
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
９
」
を
開
催
し
た
。
本
事
業
は
県
青

連
隔
年
事
業
と
し
て
、
県
内
43
青
年
部
よ
り
１
名
ず
つ
選
出
さ
れ
た
実
行
委
員
（
広

報
・
交
流
・
研
修
チ
ー
ム
）
に
よ
り
企
画
・
運
営
さ
れ
て
い
る
。

　会
場
の
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
模
擬
店
・
親
子
し
ご
と
体
験
・
研
修
会
、
東
海
村

産
業
・
情
報
プ
ラ
ザ
で
は
交
流
会
が
行
わ
れ
た
。
研
修
会
で
は
、元
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
の
阿
井
英
二
郎
氏
に
よ
る
講
演
、
近
年
頻
発
し
て
い
る
自
然

災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
常
総
市
商
工
会
青
年
部
の
相
山
隆
司
部
長
に
よ
る
講
演
、
そ

し
て
根
本
県
青
連
会
長
や
青
年
部
員
有
志
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。
交
流
会
に
は
、
ご
来
賓
と
267
人
の
青
年
部
員
が
集
い
、
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
や

ク
イ
ズ
大
会
が
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
１
９

今
し
か
で
き
な
い
仲
間
づ
く
り
が
こ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。

YARETA!

yareru!
H31-2-2

しごと体験
ラベル作り
しごと体験
ラベル作り

事業ＰＲ
パラグライダーＶＲ
事業ＰＲ
パラグライダーＶＲ

阿
井
英
二
郎
氏
の
講
演

阿
井
英
二
郎
氏
の
講
演

相
山
隆
司
君
の
講
演

相
山
隆
司
君
の
講
演

実
行
委
員
長

冨
永

　寧
君
（
東
海
村
）

広
報
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

小
寺
隆
一
郎
君
（
那
珂
市
）

研
修
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

沼
里
正
和
君(

行
方
市
）

交
流
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー

高
橋
正
行
君
（
古
河
市
）
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11
月
21
日
・
22
日
の
2
日
間
に
わ
た

り
、
商
工
会
青
年
部
全
国
大
会
（
広
島

大
会
）
が
開
催
さ
れ
、
茨
城
県
か
ら

１
９
４
名
が
参
加
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
太
鼓
本
舗
か
ぶ
ら

屋
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
と
書
家
の
河
内

裕
美
氏
に
よ
る
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
行
わ
れ
た
。
式
典
で
は
開
催
地
広
島

県
青
連
の
植
田
会
長
、
全
青
連
越
智
会

長
、中
小
企
業
庁
長
官
安
藤
氏（
代
読
）、

広
島
県
湯
﨑
知
事
、
全
国
連
森
会
長
、

広
島
県
連
熊
高
会
長
か
ら
開
催
を
祝
う

ご
挨
拶
が
あ
っ
た
他
、
松
村
参
議
院
議

員
、
渡
辺
参
議
院
議
員
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
。

大
会
顕
彰
で
は
、
人
づ
く
り
部
門
で

鉾
田
市
の
田
上
隆
生
君
が
代
表
と
し
て

壇
上
で
表
彰
を
受
け
た
他
、
笠
間
市
の

川
﨑
浩
伸
君
が
感
謝
状
表
彰
で
紹
介
さ

れ
た
。
茨
城
県
青
連
と
し
て
は
部
員
数

純
増
第
3
位
（
57
名
）、
新
規
加
入
部

員
数
第
2
位
（
１
１
4
名
）、
女
性
部

員
新
規
加
入
者
数
第
3
位
（
8
名
）
と

な
っ
た
。

主
張
発
表
大
会
で
は
7
名
（
う
ち
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
は
2
名
）
の
発
表
が
行
わ

れ
、
最
優
秀
賞
に
は
、
愛
知
県
み
よ
し

商
工
会
青
年
部
の
渡
邉
君
、
優
秀
賞
に

栃
木
県
芳
賀
町
商
工
会
青
年
部
の
森
君

が
選
ば
れ
た
。

商
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｐ
Ｒ
で
は
、
つ

く
ば
市
の
今
村
瑠
璃
さ
ん
が
参
加
し
、

壇
上
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制
作
事
業
に
つ

い
て
5
分
間
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
た
。

最
後
に
次
年
度
の
全
国
大
会
開
催
地

で
あ
る
愛
知
県
青
連
に
よ
り
開
催
Ｐ
Ｒ

が
行
わ
れ
た
。

終
了
直
前
に
駆
け
つ
け
ら
れ
た
全
青

連
顧
問 

宮
本
周
司
氏
か
ら
の
参
加
者
に

向
け
た
熱
烈
な
ス
ピ
ー
チ
が
あ
っ
た
。

屋
外
で
行
わ
れ
た
交
流
会
で
は
、
地

元
マ
リ
ン
バ
演
奏
と
、
神
楽
が
披
露
さ

れ
広
島
県
青
年
部
に
よ
る
多
数
の
地
元

料
理
が
振
る
舞
わ
れ
る
中
、
部
員
・
職

員
の
交
流
が
行
わ
れ
た
。

2
日
目
は
部
長
会
議
か
ら
始
ま
り
、

全
青
連
事
業
に
つ
い
て
の
報
告
が
行

わ
れ
た
後
、
基
調
講
演
と
し
て
「
明

日
か
ら
取
り
入
れ
た
い
！
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
が
で
き
る
最
強
の
思
考
改

革
」（
講
師
：
原
晋
氏
・
青
山
学
院
大

学
）
が
行
わ
れ
た
。
最
後
に
次
期
全

青
連
会
長
候
補
者
と
し
て
奥
村
直
幸

君
（
奈
良
県
）
が
発
表
さ
れ
、
挨
拶

を
述
べ
た
。
閉
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は

大
会
旗
の
引

継
ぎ
が
行
わ

れ
た
後
、
47

都
道
府
県
青

連
会
長
に
よ

る
フ
ィ
ナ
ー

レ
（
大
団
円
）

が
行
わ
れ
、

閉
会
と
な
っ

た
。

平
成
30
年
２
月
19
日
・
20
日
、
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
連
絡
協
議
会

平
成
30
年
度
部
長
会
議
が
、
栃
木
県
宇

都
宮
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

参
加
者
約
３
５
０
名
の
内
、
本
県
か
ら

は
44
名
が
参
加
し
た
。

今
大
会
は
、「
各
商
工
会
青
年
部
の

資
質
向
上
に
は
各
商
工
会
の
ト
ッ
プ
の

資
質
向
上
が
不
可
欠
」
と
い
う
考
え
の

も
と
、
参
加
対
象
者
を
例
年
か
ら
変
更

し
、
各
都
県
青
連
役
員
・
商
工
会
青
年

部
長（
次
期
青
年
部
長
を
含
む
）に
絞
っ

て
行
わ
れ
た
。

第
１
部
で
は
、
研
修
会
の
講
師
に
昨

年
と
同
様
、
㈱
ホ
ラ
イ
ズ
ン
ワ
ー
ク
ス

の
林
代
表
取
締
役
を
お
招
き
し
、「
イ

ン
パ
ル
ス
ロ
ー
ド
」
と
題
し
て
自
己
分

析
・
自
己
研
鑽
に
繋
が
る「
世
界
観
シ
ー

ト
」
を
各
々
で
作
成
し
、
参
加
者
と
交

換
す
る
有
意
義
な
体
験
型
研
修
会
が
行

わ
れ
た
。

研
修
の
後
半
は
、
11
都
県
青
連
の
会

長
達
が
、
会
場
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー

ス
に
分
か
れ
て
、
参
加
者
た
ち
が
、
自

分
で
話
を
聞
い
て
み
た
い
会
長
を
選
び

ブ
ー
ス
に
赴
き
、
20
分
程
度
の
話
を
聞

く
と
い
う
時
間
が
設
け
ら
れ
、
参
加
者

た
ち
は
普
段
な
か
な
か
聞
く
機
会
の
な

い
各
都
県
青
連
会
長
の
話
に
興
味
深
く

耳
を
傾
け
て
い
た
。研
修
会
の
後
に
は
、

参
議
院
議
員
で
あ
り
全
青
連
顧
問
で
も

あ
る
宮
本
周
司
氏
に
「
地
域
を
元
気

に
！
小
規
模
企
業
の
未
来
を
創
る
!!
」

を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
第
１
部

が
閉
会
し
た
。

第
２
部
で
は
同
会
場
に
て
交
流
会
が

行
わ
れ
た
。
同
じ
都
県
青
連
の
青
年
部

員
同
士
が
同
一
テ
ー
ブ
ル
に
な
ら
な
い

よ
う
に
席
が
振
り
分
け
ら
れ
、
テ
ー
ブ

ル
毎
で
の
交
流
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、

栃
木
県
の
青
年
部
員
達
に
よ
っ
て
趣
向

を
凝
ら
し
て
企
画
さ
れ
た
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
や
ス
テ
ー
ジ
演
出
が
行
わ
れ
た
。

翌
日
20
日
は
、
宇
都
宮
歴
史
探
訪
と

し
て
二
荒
山
神
社
や
松
が
峰
教
会
、
宇

都
宮
城
址
公
園
を
、
市
内
の
歴
史
に
精

通
し
た
ガ
イ
ド
に
よ
る
先
導
に
よ
っ
て

巡
っ
た
。
春
の
到
来
を
期
待
さ
せ
る
心

地
よ
い
天
候
の
下
、
部
員
達
は
得
が
た

い
多
く
の
学
び
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

47 都道府県青連会長による大団円で閉会 商人ネットワークに今村瑠璃さん（つくば市）が参加

全国顕彰の人づくり部門で表彰を受けた田上隆生君と全青連の越智会長

第
20
回 

商
工
会
青
年
部
　全
国
大
会
広
島
大
会

第
20
回 

商
工
会
青
年
部
　全
国
大
会
広
島
大
会

平
成
��
年
度 

部
長
会
議
︵
栃
木
︶

関
東
ブ
ロ
ッ
ク

他の都県青連から集まった青年部員に対し
て熱心に話す根本会長

参議院議員であり全国商工会青年部連合会
顧問でもある宮本周司氏
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優勝チーム（鹿行トレセンA）記念撮影

八千代町商工会青年部の皆さん

会場を照らし幻想的な空間を創り出す いい♡なかパーティ事業風景

スポーツ雪合戦試合風景

そば打ち体験の様子

シンボルマークリニューアル!! 
採用デザイン

作成者  鉾田市商工会青年部
　渡辺拓哉 君

見
守
り
隊

事
業
紹
介

事
業
紹
介
〜
県
内
６
ブ
ロ
ッ
ク
の
現
場
か
ら
〜

〜
県
内
６
ブ
ロ
ッ
ク
の
現
場
か
ら
〜

県
青
連
で
は
、
平
成
30
年
８
月
～
９
月
の
期
間
で
茨
城
県

内
全
43
単
会
の
皆
様
に
御
協
力
い
た
だ
き
、「
こ
ど
も
見
守

り
隊
」
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
新
デ
ザ
イ
ン
案
を
公
募
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
理
事
会
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
渡
辺
拓

哉
君
（
鉾
田
市
商
工
会
青
年
部
）
の
作
品
が
新
デ
ザ
イ
ン
と

し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
こ
ど
も
見
守
り
隊
」
活
動
は
、
平
成
17
年
に
登
下

校
中
の
児
童
が
殺
害
さ
れ
、
茨
城
県
内
で
発
見
さ
れ
る
と
い

う
痛
ま
し
い
事
件
を
契
機
に
、
当
時
の
商
工
会
青
年
部
の
先

輩
方
が
全
国
規
模
で
立
ち
上
げ
、
平
成
19
年
度
か
ら
継
続
し

て
い
る
事
業
で
す
。
地
域
に
深
く
根
ざ
し
商
売
を
し
、
子
育

て
世
代
で
あ
る
商
工
会
青
年
部
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
事
は
何

か
を
考
え
、
事
業
所
の
営
業
車
両
に
「
こ
ど
も
見
守
り
隊
」

の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
示
し
走
行
す
る
こ
と
で
犯
罪
の
抑
止

力
・
防
犯
の
強
化
へ
繋
げ
よ
う
と
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

県
青
連
で
は
、
今
回
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
き
っ
か
け
に
、
茨
城
県
内
43
単
会
の
青
年
部
が
連
携
し
、

地
域
の
子
供
た
ち
の
安
全
・
安
心
を
見
守
る
活
動
を
さ
ら
に

地
域
に
広
げ
る
べ
く
、
こ
ど
も
見
守
り
隊
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
を
活
用
し
た
ス
テ
ッ
カ
ー
や
ノ
ボ
リ
な
ど
の
ア
イ
テ
ム
を

作
成
し
て
お
り
、
各
単
会
の
皆
様
に
も
ご
活
用
い
た
だ
け
る

仕
組
み
を
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

那
珂
市
商
工
会
青
年
部（
小
圷
進
一
部
長
）で
は
、

市
と
連
携
し
て
2
年
前
よ
り
「
い
い
♡
な
か
パ
ー

テ
ィ
ー
」
と
称
し
、
婚
活
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

将
来
の
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し
の
場
を
提
供
す
る
だ
け

で
な
く
、
参
加
条
件
を
市
に
関
連
付
け
る
こ
と
で

定
住
促
進
に
も
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

年
に
3
回
実
施
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
複

数
回
分
の
イ
ベ
ン
ト
検
討
会
議
を
同
時
に
進
め
て

お
り
、
会
議
に
費
や
す
時
間
も
大
き
い
。
そ
の
中

で
部
員
一
人
一
人
が
屈
託

の
な
い
意
見
を
出
し
合
い

活
発
な
議
論
を
重
ね
開
催

す
る
内
容
は
、
毎
回
参
加

者
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。

開
催
日
が
決
ま
る
と
那

珂
市
商
工
会
の
Ｈ
P
に
て

募
集
を
行
い
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
一
度
ご
覧
く

だ
さ
い
。

地
域
の
誇
り
で
あ
る
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
、
鹿
行
地
域
の
未
来
を
支
え
る
子

ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た「
鹿
行
キ
ッ
ズ
カ
ッ
プ
」

が
今
年
も
鹿
行
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
連
絡
協

議
会
（
木
川
宗
一
会
長
）
主
催
で
行
わ
れ
た
。

平
成
16
年
か
ら
続
く
本
大
会
も
、
今
回
で
15

回
目
を
数
え
る
歴
史
あ
る
も
の
へ
と
成
長
し
た
。

そ
の
間
、子
供
た
ち
の
競
技
レ
ベ
ル
も
向
上
し
、

大
会
を
通
じ
て
地
域
と

サ
ッ
カ
ー
の
強
い
結
び
つ

き
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
の
宝
で
あ
る
子

供
た
ち
が
、
将
来
に
渡
り

活
躍
で
き
る
未
来
を
創
る

こ
と
が
、
我
々
青
年
部
の

使
命
で
あ
る
。

平
成
30
年
11
月
18
日
に
八
千
代
秋
ま
つ
り

と
連
携
し
て
、
八
千
代
町
商
工
会
青
年
部
（
竹

垣
学
部
長
）
は
、
八
千
代
町
役
場
庁
舎
前
広

場
に
て
商
工
会
青
年
部
員
の
様
々
な
職
業
を

地
元
の
お
子
様
に
職
業
体
験
し
て
い
た
だ
く

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
同
時
開
催

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
白
菜
キ
ム
チ
鍋
・
白
菜

ク
リ
ー
ム
鍋
の
無
料

提
供
や
筑
波
学
院
大

学
と
連
携
し
た
セ
グ

ウ
ェ
イ
無
料
体
験
も

行
っ
た
。
イ
ベ
ン
ト

当
日
は
、
大
勢
の
お

子
様
が
来
場
、
多
種

多
様
に
用
意
し
た
職

業
体
験
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
た
。

茨
城
町
商
工
会
青
年
部
（
圷
正
美
部
長
）
は
、

茨
城
町
民
の
日
で
あ
る
２
月
11
日
に
、
茨
城
町
総

合
運
動
公
園
内
に
お
い
て
今
年
で
6
回
目
を
む
か

え
る
「
き
ら
り
子
ど
も
あ
ん
ど
ん
２
０
１
９
」
を

開
催
し
た
。

町
内
の
小
学
校
の
全
校
児
童
を
対
象
に
、
青
年

部
で
作
成
し
た
あ
ん
ど
ん
用
の
和
紙
に
、
子
供
た

ち
が
将
来
の
夢
や
希
望
、
町
の
自
慢
な
ど
を
絵
や

文
字
で
表
現
。
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
る
夕
方
に
は
、

色
鮮
や
か
な
あ
ん
ど
ん
（
約
８
０
０
基
）
に
灯
が

入
り
、
幻
想
的
な
空
間
を
創
り
出
し
て
い
た
。

当
日
の
朝
、
雪
が
ち
ら

つ
く
天
候
で
は
あ
っ
た
が
、

各
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
お
力

添
え
も
あ
り
、
準
備
か
ら

片
付
け
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に

実
施
さ
れ
、
青
年
部
・
小

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
に

よ
る
地
域
に
根
差
し
た
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

守
谷
市
商
工
会
青
年
部
（
飯
島
崇
人
部
長
）

で
は
、毎
年
『
守
谷
灼
熱
の
雪
合
戦
』
と
題
し
、

真
夏
に
本
物
の
雪
を
使
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
雪
合

戦
の
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。
雪
は
、
市
内
に

あ
る
世
界
的
製
氷
企
業
の
協
力
を
仰
ぎ
、
約
11

ト
ン
も
の
氷
を
砕
い
て
使
用
。
会
場
内
で
は
か

き
氷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
子
供
用
の
ス
ノ
ー

パ
ー
ク
を
同
時
開
催

し
、
大
会
参
加
者
以

外
に
も
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
。
次

回
は
9
月
1
日（
日
）

に
開
催
を
予
定
、
是

非
、
守
谷
市
ま
で

『
涼
』
を
感
じ
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

新
筑
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
連
絡
協
議
会

（
石
塚
正
敏
会
長
）
で
は
例
年
、
ブ
ロ
ッ
ク
内

青
年
部
員
相
互
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
次

代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
『
部
員
研
修
会
』
を
開
催
し

て
い
る
。

平
成
30
年
度
は
株
式
会
社
瀧
田
興
業
の
滝
田

賢
治
氏
を
講
師
に
迎

え
、
こ
れ
ま
で
滝
田

氏
が
行
っ
て
き
た
常

陸
秋
そ
ば
普
及
に
向

け
た
各
種
の
取
組
み

に
関
し
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
用
い
て
説

明
頂
い
た
後
、
実
際

に
参
加
者
全
員
で
そ

ば
打
ち
を
体
験
し
た
。

県
北
ブ
ロ
ッ
ク

鹿
行
ブ
ロ
ッ
ク

県
西
ブ
ロ
ッ
ク

中
央
ブ
ロ
ッ
ク

県
南
ブ
ロ
ッ
ク

新
筑
ブ
ロ
ッ
ク
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「
自
他
共
栄
～
今
し
か
で
き
な
い
仲
間
づ

く
り
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
県
青
連

役
員
、
43
単
会
部
長
は
じ
め
青
年
部
員
の
多

く
の
皆
さ
ん
と
共
に
２
年
の
足
跡
を
残
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
業
活
動
の
中
で
は
、
部
員
増
強
運
動
を

積
極
的
に
推
進
し
、
増
加
実
績
・
加
入
実
績
・

増
加
比
率
の
３
部
門
で
１
位
を
獲
得
し
、
一

昨
年
の
全
国
沖
縄
大
会
に
お
い
て
３
冠
の
栄

誉
に
輝
き
ま
し
た
。
今
後
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
の
卒
部
に
よ
る
部
員
数
の
大
幅
な
減
少

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
引
き
続
き
本
活
動
を

推
進
し
、
青
年
部
の
意
義
を
唱
え
、
共
感
す

る
一
人
で
も
多
く
の
仲
間
を
増
や
し
、
な
お

一
層
前
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
に
は
、
県
青
連
創
立
50
周
年

記
念
式
典
を
挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
、
半
世
紀

に
及
ぶ
歴
史
を
辿
り
重
ん
じ
、
こ
れ
ま
で
受
け

継
が
れ
て
き
た
襷
を
次
世
代
へ
繋
げ
る
こ
と
の

大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

経
営
革
新
の
面
に
お
い
て
は
、
小
規
模
事

業
者
振
興
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、
持
続
化
補

助
金
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
補
助
金
が
数
多

く
活
用
さ
れ
、「
事
業
改
善
に
繋
が
っ
た
」、

「
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
っ
た
」
と
か
、

沢
山
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
事
業
承
継
問
題
も
深
刻
化
し
て
い
ま

す
が
、
税
制
猶
予
制
度
や
施
策
を
活
用
し
、

継
続
か
ら
発
展
へ
と
導
く
こ
と
が
私
達
青
年

部
世
代
の
任
務
で
あ
る
と
心
に
強
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。
共
に
栄
え
る
世
の
中
に
出
来
る

よ
う
仲
間
同
士
手
を
取
り
合
っ
て
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

か
け
が
え
の
な
い
仲
間
た
ち
と
共
に
歩
ん

だ
２
年
間
は
一
生
の
宝
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
「
茨
城
県
商
工
会
青
年
部
ヤ

レ
る
!!
」

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

茨城県商工会
青年部連合会
会長　根本暁生

会
長
挨
拶

会
長
挨
拶

第��代
県青連役員からの
Message

最
高
の
メ
ン
バ
ー
と
過
ご
せ
た
50

年
と
い
う
節
目
の
24
代
の
２
年

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
今
し
か
出
来
な
い
仲
間
づ
く
り
」

一
生
の
宝
物
に
な
り
ま
し
た
。

副
会
長
（
那
珂
市
）

君
嶋
　
祥
光

こ
の
２
年
間
根
本
会
長
と
役
員
の

皆
さ
ん
と
共
に
沢
山
の
経
験
を
共

有
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
！
24
代

で
の
経
験
は
一
生
の
財
産
で
あ
り

宝
物
で
す
。☆
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｔ
Ａ
☆

副
会
長
（
茨
城
町
）

松
野
　
聖
史

茨
城
県
青
連
役
員
に
な
り
早
２
年
。

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
24
代
の
役

目
が
終
わ
る
と
思
う
と
寂
し
い
気

が
し
ま
す
。
や
レ
タ
ー
25
代
の
皆

様
ヤ
レ
る
〜

副
会
長
（
行
方
市
）

木
川
　
宗
一

二
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

か
け
が
え
の
な
い
仲
間
に
感
謝
致

し
ま
す
。副

会
長
（
か
す
み
が
う
ら
市
）

石
塚
　
正
敏

こ
の
２
年
間
の
経
験
を
無
駄
に
せ

ず
今
後
の
人
生
に
生
か
し
て
行
き

た
い
!!
感
謝
!!理

事
（
常
陸
大
宮
市
）

王
前
　
昭
英

２
年
間
で
様
々
な
体
験
や
、
学
び

が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
出

会
え
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

理
事
（
東
海
村
）

佐
藤
　
高
雅

か
け
が
え
の
な
い
人
た
ち
に
感

謝
！ 

か
け
が
え
の
な
い
地
域
に
も

感
謝
!! 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
♪

副
会
長
（
取
手
市
）

大
森
　
健
一

根
本
会
長
を
は
じ
め
、県
青
連
役
員

の
皆
さ
ん
２
年
間
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
茨
城
県
を
盛
り
上
げ
て
行
き

ま
し
ょ
う
。お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
!!

副
会
長
　（
八
千
代
町
）

伊
藤
　
光
広

最
年
少
県
青
連
理
事
と
し
て
貴
重

な
経
験
を
沢
山
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
一
生
付
き
合
え

る
仲
間
が
沢
山
出
来
た
最
高
の
２

年
間
で
し
た
。
ヤ
レ
た
ー
！

理
事
（
水
戸
市
常
澄
）

高
橋
　
雅
慶

貴
重
な
経
験
、
沢
山
の
出
会
い
な

ど
充
実
し
た
２
年
間
で
し
た
。
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

理
事
（
水
戸
市
内
原
）

久
保
田
　
洋
平

24
代
県
青
連
理
事
が
出
来
た
こ
と
は

大
変
貴
重
で
い
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。２
年
間
に
出
来
た
絆
は
大
き
く

て
大
切
で
そ
し
て
信
頼
の
出
来
る
仲

間
が
出
来
た
事
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

理
事
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

小
田
島
　
望

２
年
間
理
事
と
し
て
県
青
連
に
携

わ
り
、
最
高
の
仲
間
に
出
会
え
ま

し
た
！
こ
の
経
験
を
次
世
代
に
繋

げ
て
い
き
た
い
で
す
！

理
事
（
龍
ケ
崎
市
）

清
原
　
精
一

こ
の
２
年
間
で
素
晴
ら
し
い
仲
間

に
出
会
え
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！

理
事
（
守
谷
市
）

飯
島
　
崇
人

根
本
会
長
は
じ
め
、
役
員
の
皆
様

に
支
え
ら
れ
て
と
て
も
楽
し
く
、

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
２

年
間
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

監
事
（
河
内
町
）

平
川
　
正
行

「
今
し
か
で
き
な
い
仲
間
づ
く
り
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
共
に
残
っ
た

ロ
ー
ト
ル
の
私
を
面
倒
み
て
く
れ

た
根
本
会
長
と
第
24
代
の
仲
間
達

に
感
謝
致
し
ま
す
。
や
れ
た
!!

顧
問
（
美
浦
村
）

栗
山
　
秀
樹

人
間
力
と
行
動
力
あ
る
青
年
部
の

仲
間
と
出
会
え
た
事
で
、
自
分
の

中
の
リ
ミ
ッ
タ
ー
を
解
除
で
き
ま

し
た
！
事
務
局
の
皆
様
へ
心
よ
り

感
謝
で
す
！

理
事
（
鉾
田
市
）

飯
島
　
寿
博

こ
の
２
年
間
の
経
験
を

〜A
LL  IN

  TO
  PO

W
ER

〜
!!

ヤ
レ
タ
ー
!!!

理
事
（
鹿
嶋
市
）

小
澤
　
潤

「
今
し
か
出
来
な
い
仲
間
づ
く

り
！
」
最
高
の
仲
間
と
茨
城
県
の

魅
力
に
出
会
う
こ
と
の
出
来
た
２

年
間
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

理
事
（
つ
く
ば
市
）

根
本
　
貴
寸
志

県
青
連
役
員
の
皆
様
、
県
内
各
地

の
部
員
の
皆
様
、
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
絆
、
経
験
、
学
び
、

有
意
義
な
２
年
間
で
し
た
。
感
謝

そ
し
て
あ
り
が
と
う
。理

事
（
常
総
市
）

相
山
　
隆
司

２
年
間
、
監
事
と
し
て
会
議
か
ら
事

業
に
至
る
ま
で
の
皆
様
の
茨
城
県
を

思
う
熱
い
気
持
ち
に
圧
倒
さ
れ
っ
ぱ

な
し
で
し
た
！
お
疲
れ
様
で
し
た
！

監
事
（
潮
来
市
）

森
内
　
嘉
伸

今
よ
り
も
常
に
一
歩
先
へ
進
も
う
と

す
る
24
代
衆
の
心
意
気
と
関
東
・
全

国
の
仲
間
達
の
鼓
動
に
痺
れ
た
２

年
間
で
し
た
。貴
重
な
経
験
に
感
謝
。

県
青
連
事
務
局

金
子
　
浩

あ
っ
と
い
う
間
の
２
年
間
で
し
た

が
、
様
々
な
経
験
を
積
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
！
こ
の
経
験
を
今
後

の
青
年
部
活
動
に
活
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
！理

事
（
坂
東
市
）

堀
　
和
友

飯
島

　寿
博
（
鉾
田
市
）

広
報
・
情
報
委
員
会
名
簿

委
員
長

高
橋

　雅
慶
（
水
戸
市
常
澄
）

副
委
員
長

佐
藤

　高
雅
（
東
海
村
）

小
田
島

　望
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）

清
原

　精
一
（
龍
ケ
崎
市
）

堀

　
　和
友
（
坂
東
市
）

委

　
　員


